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マ ツ類 のさ し木 に関す る研究(第3報)
クロマツのさし木の発根に及ぼすホルモン処理の影響
       小 笠 原 健 二
                            Kenji  OGASAWARA 
                   Studies on the Cuttings of Pine (3) 
The Effects of Indole —3— Acetic Acid on the Rooting of Cutting of Pinus Thunbergii.
                  緒     言
 マッ類のさし木の発根にたいするホルモン処理の影響については,す でに多 くの学者による研究結         i)z)a)z)io)                                                                   s)
果が公表せ られて いるが,そ の結果 は必ず し も一.'致していない。 例えば,戸 田はア カマ ツとモ ドウマ
ッとのハ タバザ シでホルモ ン(NAA-K)処 理 をお こない,効 果のあ る場合 とそ うでな く,か えつて
逆効果のあ らわれ る場 合とがあ ることを認 め,高 原(の)はア カマ ッでNAA処 理 をす ると カルスの形成 が
よくな り,発 根 もまた多少 よ くなつたと報告 して いる。 このよ うにマ ッ類 の さし木 のホルモン処理 で
は効果が あつた とい う報告 とそ うでなかつた とい う報 告 とがあ るが,効 果のみ とめ られ る場合 にはか
なりよい結 果がえ られて いるか ら,な お研究 を要す る問題 であ ると思 われ る。 そ こで クロマッを用 い
て実験 した。 その結 果を報告す る。
 本論にはい るにさきだち,御 指導 をうけた上 田弘一郎教授,四 手 井綱英教授 にたい し深甚の謝意 を
表す る。
                  材 料 及 び方 法
 1957年 春に播種,育 成 した クPマ ッ苗を子葉の 着生位置の上で安全 カ ミソ リの匁を用いて幹軸にた
いし直角 に切断 し,5～6emの 長 さに穂捲え した。穂ず くりにあたつて は,さ し穂 の基部 の約vsの
針葉を除去 したが,こ れは ホルモ ン処理をす る場合には ある程度 まで基部の針葉を除去 した方がよい
とい うJacobs(Pinus radiata)の 報(の)告が あるか らで ある。 ホ ル モ ン剤と してはイ ン ドールー3一酢酸
(IAA)を 使用 し,200 PPm,100 PPm,50 PPm,25 PPm及 び0. O PPm(control)の5種 類 の濃
度の水溶液を100ccず つ調製 し,お のおの30本 前後の さし穂を,そ の基部約2cmが 液 中にあ るよ
うに浸漬,20時 間処理 した後,か る く水洗 してか らさしつ けた。 さ し木用土 と しては4mm目 の節を
とおり,2mm目 の舗 に とまつた鹿沼土を用い,こ れを横35 cm,縦45 cm,深 さ10 cmの 木 箱に
いれた。 さしつけ終了後 は,木 箱はガ ラス室 中に常置 し,毎 日2回,午 前と午後 とに灌水 した。 実験
は3回 お こなつた。第1回 は1958年2月19日 にさ しつけ,8月8日 に掘 りとり,第2回 は3月20日 に
さしつけ,8月29日 に掘 りとり,第3回 は3月29日 に さしつけ,9月8日 に掘 りとり,発 根率,枯 死
率,発 根根数,根 長,地 上部の伸長状態な どを調査 した。
                  結 果 及 び 考 察
 発根率 や枯死率 などは第1表 のとお りで あつた。
74
                  Table 1. Percentage of rooted, none-rooted and dead cuttings.
                  第1表 発 根 率,未 発 根率 お よび 枯 死 率
                                    生    存   率
             処翻 議,percentage°falivedcuttingsof percentageofnon-total総l
                       rooted cuttings  rooted cuttings                                                                 -
         N…PPm 95・・(%一 ・…%) 95・・(%・1…(%)
       第1… 〃 ・… 1・ ・・・  ….0- …
         '目
        1 巴   50  〃        83.3             13.3             96・7              3・3
       回125〃 84.・  ・3.・ 1・7.・  3…                                                  I
         H(,°on,,iO) 59・・ 122・ ・  8・…   9・・
                                      1
         引2・ ・PPm l 81・7 ミ 4・°   85・7   14・3
       第1旨…!引 ・・.・ ヨ ・・7  ・・・・・  …  ,
        ・妻15・ 〃193・3  6・7  ・・・・・  …      略
25〃196・ ・ !…  96・7  3・3
                                                                       1
         Gq I  O   〃         80.7        旨     9.7               90.4        !      9.6
            旨(C°nt「°1)    ミ    1    3         
y200 ppm 9°.° 1 6.7   96.7   3.3
       第II… 〃 66・7 12…  86・7 1・3…
          角
        3鋳5・ 〃 6°・7 旨 25・°   85・7   14.3
       嘆25〃[66・ ・ !33・3  ・・・・・  …
         °つ(,°on、,ζ1) …5  2… 旨 …5  28・・
 さし穂が枯死 しは じめたのは,さ しつけ後 お よそ40EI口 頃か らであつた。 掘 りと り時における枯死
率は第1表 によつてわか るよ うに,ホ ルモ ン処理 区 と対 照区 とのあいだに明 らかな差異は認め られな
かつた。高漬 は5年 生のア カマ ツの さし木でホルモ ン処理をすれば カルスの形成がよ くな ることをみ
とめて いるが,本 実験 に おいては,活 着 した さし穂 にはすべてほ とん ど同 じよ うに カル スが形成せら
れ,ホ ルモ ン処理の影響は顕著でなかつた。 この原因 としてはいろいろ考え られるが,樹 種や年令の
ちがつてい ることが一つの大 きな原因であ ろうと推察せ られた.
 次 に発根率 にたいす るIAA処 理の影響 につ いて述べ ると,第1表 によつて わか るように,25^・200
ppmの 処理に よ りある程度発根率は たかめ られた.し か し, IAAの 処 理効 果は毎 回ちがつて いて・
一定 の傾向はみ とめ られ なかつた。
 平均 さし穂1本 当 りの発根根数 と一次根の長 さとは第2表 と第3表 に示す とおりで あつた。
 平均 さし穂1本 当りの発根根数は,3回 の実験を通 じて,ホ ルモ ン処理をすれば明 らかに多 くな7,
傾向があつた。それも処理濃度がたかければたかいほど顕著であつた。
 平均さし穂1本 当りの一次根の全体の長さにおいてもまた根数におけるのと同じような傾向が認渥
られ た.す なわ ち,2・ ・PPm～25 PPmの 貧凋 では ・AAの 処〕膿 度がたかければたかいほど根の罫
さは長 かつた(第 、図参照)。 これは.」a,。bs2)がP. radi。・。 のさ し木で鋤 て・・るよ うに,ホ ・レモン
処理 の結果,発 根が 早 くなつた ことに起因す るのではないか と考え られ るが,た しかな ことはわか( )ヒ
ない。
要 す るに,ク 。マ 。の さし木 の発根 にた、、す る 、AA姻 の螺 はすでにア ヵマ/:オ オ・・グ
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         Table 2. Number of roots per rooted cutting
         第2表 平 均 さし穂1本 当 りの発 根 根 数
  treat   lst experiment  2nd experiment  3rd experiment
処 理 別   第 1 回     第 2 回     第 3 回
         1
200ppm ;   7.8士3.30      7.6士3.93  1   5.3士2.26
                                            i
100  〃         4.3土1.95          5.3士2.10          4.0士2.02
                          1
 50  〃         3.9士1.79          4.2士2.17     1     3.4ゴ:].75
 25  〃         3.6士1.44          3.6士1.33    1     3.43:1.53
                          1
(,°ontrol)1 ・・6…58  3.・士・… 旨 ・2士 ・・29
    Table 3. Total length of primary roots per rooted eutling
    第3表 平 均 さ し 穂1本 当 り の 一 次 根 の 総 長
         I                                         I
 treat   I lst experiment  i 21ユd experiment   3rd experilnent
処 理 別    第 1 回     第 2 回     第 3 回
                          旨
200PPm  81・0士37・82(・m)163・0士31・]7(・m) 58・2士29・18(・m)
100  〃   i   49.7±24.27        45.1士19.10        48.0土20.75
         1                                            1
50,,ミ39.8士16.54  39.2士20.51 142.9士G.21
         1
 25  〃       39.1±17.87     i   35.2士15.45        37.8士75.9、3
                          1.一一 一一.
(,vor,。of) ・・・…5・9・:36…1.4.69131・5・ ・5・36
  カマ ツなどの マツ類(リ)でも認め られて いるように,時 期によつて 旧当ちがつていた、すなわ ち,こ の3
  aの実験 では ほぼ根の活動開始時期 にあたる2刀19口 に採穂,さ しつけた場合に もつ とも効 果が大 き
  :,冬 芽 の伸びは じめ る時期,す なわ ち3月29口 に採穂,さ しつけた場合には処理 の効 果は比較的小
  ;かつた、 これは採穂時期が ことなれば,さ し穂の内的な条件がちがつて くることや温 度,光 線 その
  目の環境APIが ちがつて くるためで あろ う、
  Deub3rはP. strobusの さし木(り)で若い 親木か らとつた さし徳ではホルモ ン処理の効 果が明 らか にみ
  とめ られ るが,老 餐木か らとつた さし穂では効 果のあ る場 合とない場合 とがあ ることを公表 した,戸
  io)
  ヨは従来の研究結 果を綜合 して,無 処理で も発根 しやすい ものではホルモ ン処 理の効 果が大 きいと述
  べている。本実験でIAA処 理 の効 果が顕 著にみ とめられ たのは 試剰 がvl/ の発根 しやす い クロマ
' ツであつた ことに よるのであ ろうと思われ る
、,
  上述の ごと くIAA処 理 をすれ ば,発 根率が たか くな り,発 根根数 が増1J[[し,根 の長 さも長 くなつ
  たが,発 根率に対す る処理 の効果には実験 ごとに変動が あつた ことか ら考えて,IAAの 発根率を た
  }め る作用は比較的小 さく,根 の数や長 さを大 な らしめ,根 形をよ くす る効 果の方 がよ り大 きいよ う
  二思われ る。 この ことは メタセ コィアやtプ ラなどの実験 で もすでに認(の)められ ているところで,お そ
  らくIAAの 通有性 では ないか と考 えられ る, JacobsもP. radiataの さし木(の)でホル モン処理をす る
' と根形が よ くな ることを報告 してい る.
  ThimannとDelisleはIAAの200 ppmの 水(の)溶液で24時 間処理す るのが, もつ とも効 果が大 き
  hよ うだ と述べてい る、,この実験 で も200ppm処 理 区が もつと もよか つた、,筆考 の実験 では200 ppm
  以上の濃度の処 理を していない し,Th三mannとDzlislzの実( )験とは供 試樹種 や環境 条1・}・がちがつて
  》るので厳 密な比較 はできないが,な ん らか の関連が あるように考え られ る,
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             Table 4. Average elongation of shoot per rooted cutting
             第4表 地 上 部 の 平 均伸 長 量
          treat   lst experiment  2nd experiment  3rd experiment        
処 理 別   第 1 回     第 2 回     第 3 回
               ト
         200ppm .  3.9士 ユ.51(em)   3.6士1.12(cm)   3.2士1. 0(cm)               !
         100  〃        3.5:ヒ1.39          4.4士1.34          3.2±1.14
          50  〆ノ   ;   3.6±0.95          3.8士1.39          4.1士1.33
          25〃i3・7士1・60  4.1士1・89  3・6士1・27
         (,°on,rol)12・ ・・・…  4.・…24 1・ ・3・1・56
 第4表 によつて わか るように,地 上部の伸長 にたいす るIAA処 理 の影響 は顕著で なかつた。 Jaeo1
もP.radiataの 地上部の伸長はホルモ ン処 理によつて促進せ られ るとは思 われ ないと報告 している
 以上要す るに,ク ロマッのさし木 の発根 には ホルモ ンの存在が必要で,若 い親木か らとつた さし1
でホルモン処理 の効 果があるの に,老 令木で効 果が明 らかでない とすれ ば,こ れは ホルモ ン以外に≡
根 制限因子が存在 するのであろう。 したがつて,ホ ル モン処理 にあたつては,い ろいろの発根にみ
か る閃子を究 明する ことによつて,ホ ルモ ンの能 率をたか め,そ の効{3,を 充分に発揮せ しめるよう1
努力すべきではないか と考え るが,こ れ については今 後の研究 にまたねばな らない、
                   摘     要
 クロマツの さし木の発根に 茂ぼす イン ドールー3一酢酸処理の影響を明 らかにす る目的でw年 生の
生 苗か らとつた さし穂を もちいて実験 した。 その結果の概要を示せば次の とお りであ る。
 (1)カ ル スの形成 にた いす るIAA処 理(25～200 ppm)の 影響はほ とん どみ とめ られなかつた.
(2)発 根にナ、いす るホルモ ・処理の 購 は採穂時期 によつて若・fちがつて いナ・が,IAA(25^2
ppm)処 理 をすれ ば根 の形 成は促進 せ られ,発 根 率がたか くな り,発 根根 数が増 加し,根 の長 さが
くなつた。 と りわけ,発 根根数 と根長 とはIAA処 理の結 果著 し く大 き くなつた・ このよ うな根の
成 作用は25～200ppmの 範川ではIAAの 濃度が高 ければ高い ほど顕著 に促進せ られた。
 (3)地 上 部の伸長は ホル モン処理 をして もほとん ど促進せ られなかつた。
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Résumé
  The following are the results of those experiments, which were conducted in order to make clear 
 at influences the indole-3-acetic acid (IAA) treatment has on the rooting of the cuttings of  Pinus 
 unbergii. The cuttings were taken from the seedlings about 9-40 months after sowing. 
  1, The cuttings, which were treated with solution containing  25-'200 ppm  indole-3-acetic acid for 
 hours, formed roots more flourishingly than the non treated cuttings : in treated cuttings, the  perce-
I ,ge of rooted cuttings was larger and the number and the length of roots per rooted cutting were  
I  ater (the influence on the latter was especially striking). 
  These influences were conditioned in some degree by the collecting time of cuttings and were more 
 workable in proportion to the concentration of the IAA solution treating the cuttings. 
  2, There were no noticeable influences of hormone treatment on the formation of callus tissues and 
 e elongation of shoot.

